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エイトライナー促進協議会 第 32 回 総会について 

 

１ 開催日時：令和７年７月22日（金）14：30～16：15 

 

２ 会  場：板橋区 本庁舎 

 

３ 出 席 者：大田区、世田谷区、杉並区、練馬区、板橋区、北区 

       （区長、副区長、区議会副議長、委員会正副委員長） 

 

４ 内  容：（１）議事 

議案第１号 令和６年度 活動実績報告 

議案第２号 令和６年度 歳入・歳出決算報告 

議案第３号 令和７年度 事業計画 

議案第４号 令和７年度 歳入・歳出予算 

       （２）活動報告 

         「令和６年度活動報告及び今後の進め方」 

       （３）講演会 

         「持続可能な都市公共交通とまちづくりの展望」 

 

交通政策調査特別委員会 

令和７年９月 22 日 

まちづくり推進部 資料３番 

所管   都市計画課 



 

 

【議案第１号】 
 

令和６年度 活動実績報告 
 

 

１．エイトライナー促進協議会第３１回理事会・総会の開催 

開催日等  令和６年７月３０日（木）玉川区民会館 

内  容  （１）令和５年度 活動実績の承認 

      （２）令和５年度 歳入・歳出決算の承認 

      （３）令和６年度 事業計画の決定 

      （４）令和６年度 歳入・歳出予算の決定 

 

 

２．実現に向けた調査研究 

平成２８年に交通政策審議会答申第１９８号において示された課題解決に向け、

エイトライナー促進協議会、東京都及びメトロセブン促進協議会で構成する都区

連絡会において、需要予測の事前調査を実施した。また、次期答申までに必要な

調査内容や係る費用の明確化を目指し、必要に応じた分担金の精査に取り組んだ。 

 

 

 

 

 



 

 

【議案第２号】 
 

令和６年度 歳入・歳出決算報告 
 

 

エイトライナー促進協議会

会長　 保坂　展人

（単位：円）

予算額 決算額 増　減 摘　要

1,800,000 1,800,000 0 1区30万円

0 1,152 1,152 預金利息

1,042,675 1,042,675 0

2,842,675 2,843,827 1,152

予算額 決算額 増　減 摘　要

800,000 280,073 △ 519,927

 ①総　会 200,000 98,073 △ 101,927

 ②研修会 100,000 50,000 △ 50,000

 ③啓発活動 500,000 132,000 △ 368,000 ホームページ保守管理

 ④研究活動 0 0 0 調査委託料

50,000 2,480 △ 47,520 振込手数料

1,992,675 0 △ 1,992,675

2,842,675 282,553 △ 2,560,122

《歳入・歳出決算》

歳入決算額 2,843,827

歳出決算額 282,553

繰越金 2,561,274

令和６年度エイトライナー促進協議会　歳入・歳出決算報告書

《歳入》

科　目

 ①分担金

内
　
　
訳

 ②諸収入

 ③繰越金

合　計

 ⑤事務費

 ⑥予備費

合　計

《歳出》

科　目

事業費



 

 

   
 

 



 

 

【議案第３号】 
 

令和７年度 事業計画 
 

 

１．理事会・総会の開催 

開催日  令和７年７月２５日（金） 

会 場  板橋区役所 本庁舎 

（板橋区板橋２－６６－１） 

理事会：第２委員会室 

総 会：第１委員会室 

 

２．区部周辺部環状公共交通の実現に向けた今後の対応について 

 

  平成２８年に交通政策審議会答申第１９８号において示された課題解決に向け、

エイトライナー促進協議会、東京都及びメトロセブン促進協議会で構成する都区連

絡会において、近年の社会情勢を考慮した中量軌道等の需要予測調査及び費用便益

分析を実施する。 

 



 

 

【議案第４号】 

 

令和７年度 歳入・歳出予算 

 
１．内訳  

《歳入》

令和７年度予算 令和６年度予算 増　減 摘　要

8,400,000 1,800,000 6,600,000

0 0 0 預金利息

2,561,274 1,042,675 1,518,599

10,961,274 2,842,675 8,118,599

令和７年度予算 令和６年度予算 増　減 摘　要

8,350,000 800,000 7,550,000

総　会 100,000 200,000 △ 100,000

研修会 50,000 100,000 △ 50,000

啓発活動 200,000 500,000 △ 300,000
ホームページ保守管理委託(令和７年４月
１日契約）

研究活動 8,000,000 0 8,000,000 調査委託等

50,000 50,000 0 図書購入、雑費等

2,561,274 1,992,675 568,599

10,961,274 2,842,675 8,118,599

予備費

合　計

科　目

事業費

内
　
　
訳

事務費

合　計

《歳出》

分担金

諸収入

繰越金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目

 
 

 

２．分担金金額 
１区 １４０万円 

 

３．納入期限 
 令和７年８月１５日（金） 
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「エイトライナー促進協議会」設置要綱 
 

 

（総則） 

第１条 環状８号線沿線の大田区、世田谷区、杉並区、練馬区、板橋区及び北区（以

下「６区」という。）を結ぶ環状方向の新しい公共交通（以下「エイトライナー」

という。）を整備し、交通の利便性を確保することにより住民福祉の向上を図るこ

とを目的として、「エイトライナー促進協議会」（以下「協議会」という。）を設置

する。 

（事業） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）国、東京都及び関係機関への請願及び陳情 

（２）エイトライナーの整備促進のために必要な事業 

（構成） 

第３条 協議会は、総会と理事会で構成し、協議会の事務を運営する幹事会を置く。 

（総会等） 

第４条 総会は、６区の区長、副区長、区議会正副議長及び当該委員会正副委員長を

もって構成する。 

２ 総会は、次の事項を議決する。 

（１）事業計画 

（２）収支予算決算 

（３）要綱の改正 

（４）その他、重要な事項 

３ 会長が必要と認めた場合は、理事会から付議されていない事項を議決することが

できる。 

４ 会長が必要と認めた場合は、第２項に規定する総会の議決事項を、第５条に定め

る理事会における議決事項とし、理事会の議決をもって総会の議決とみなすことが

できる。 

（理事会等） 

第５条 理事会は、６区の区長及び区議会議長をもって構成する。 

２ 理事会は、次の事項を議決する。 

（１）総会に付議すべき事項 

（２）総会の議決を要する事項で早急な施行が必要であり、会長において総会を招集

するいとまがないと認めた事項 

（３）その他、会長が必要と認めた事項 

３ 会長が必要と認めた場合は、前項に規定する理事会の議決事項を、第 14 条に定

める幹事会における議決事項とし、幹事会の議決をもって理事会の議決とみなすこ

とができる。 

４ 会長が必要と認めた場合は、第６条第１項の規定に関わらず、理事会は書面によ

る決議ができるものとする。 

（会議） 

第６条 総会及び理事会（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

２ 会議は、構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、委任状の提出

があった場合は、委任者は出席したものとみなす。 

３ 会議の議長は、会長をもって充てる。 

４ 会議の議決は出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の決するとこ



 

 

ろによる。 

（役員） 

第７条 協議会に役員として理事１２名を置き、次の者を選任する。 

（１）会長 １名 

（２）副会長 ３名 

（３）会計監事 ２名 

（会長） 

第８条 会長は、理事の互選とする。 

２ 会長は会務を統括し、協議会を代表する。 

（副会長） 

第９条 副会長は、理事の互選とする。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長があらかじめ指定する副

会長が会長の職務を代理する。 

（会計監事） 

第１０条 会計監事は、理事の互選とする。 

２ 会計監事は、協議会の経理を監査する。 

（役員の任期） 

第１１条 役員の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

２ 役員に欠員を生じたときは速やかに補充し、その任期は前任者の残任期間とする。 

３ 後任者が就任するまでは、前任者がその職務を行うものとする。ただし、前任者

が理事でなくなった場合はこの限りではない。 

（顧問） 

第１２条 協議会に、顧問を置くことができる。 

２ 会長は、理事会の承認を得て顧問を委嘱する。 

（職員） 

第１３条 協議会に次の各区の職員を置き、会長が委嘱する。 

（１）常任幹事は、部長級の職員を充てる。 

（２）幹事は、課長級の職員を充てる。  

（３）書記は、担当者を充てる。  

２ 常任幹事及び幹事は、会長及び理事の指示により事務を執行する。 

３ 書記は、幹事の指示により事務に従事する。 

（幹事会） 

第１４条 協議会に前条第１項第１号の常任幹事および第２号の幹事をもって構成

する幹事会を置く。 

２ 幹事会は、第５条第２項に規定する、理事会で議決すべき事項について提案する

ことができる。 

３ 幹事会は、構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、委任状の提

出があった場合は、委任者は出席したものとみなす。 

４ 幹事会の議長は、第８条第１項の規定する会長の属する区の常任幹事を充てる。 

５ 幹事会は、第５条第３項の規定による議決をするときは、出席者の過半数をもっ

て決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 

6 幹事会は、前項の規定により議決をしたときは、速やかに会長に報告するものと

する。 

（会計） 

第１５条 協議会の経費は、６区の分担金及びその他の収入をもって充てる。 

２ 分担金の額及び納入の期限は、理事会において決定する。 

３ 会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 



 

 

（雑則） 

第１６条 協議会の事務局は、会長の属する区役所内に置く。 

第１７条 この要綱に定めるもののほか協議会の運営に関し必要な事項は、理事会に

おいて定める。 

附則 

この要綱は、平成６年５月２６日から施行する。 

附則 

この要綱は、平成１９年７月２６日から施行する。 

附則 

この要綱は、平成３０年７月２５日から施行する。 
 



 

 

 

エイトライナー促進協議会会員名簿 

世 田 谷 区 長 保 坂 展 人 副区長 川 野 正 博

副区長 玉 川 一 二

区議会副議長 松 本 洋 之

交通政策調査
特別委員会委員長 小 峰 よ し え

交通政策調査
特別委員会副委員長 津 田 智 紀

大 田 区 長 鈴 木 晶 雅

杉 並 区 議 会 議 長 木 梨 も り よ し 副区長 清 水 優 子

練 馬 区 議 会 議 長 上 野 ひ ろ み 区議会副議長 羽 田 圭 二

世田谷区議会都市整備常任委員
会委員長 畠 山 晋 一

世田谷区議会都市整備常任委員
会副委員長 た か じ ょ う 訓 子

副区長 渡 辺 幸 一

区議会副議長 川 原 口 宏 之

板 橋 区 長 坂 本 健 道路交通対策特別委員会委員長 松 本 浩 一

北 区 議 会 議 長 青 木 博 子 道路交通対策特別委員会副委員長 矢 口 や す ゆ き

副区長 宮 下 泰 昌

区議会副議長 鈴 木 た か し

都市整備委員会委員長 藤 井 た か し

大 田 区 議 会 議 長 鈴 木 隆 之 都市整備委員会副委員長 山 田 か ず よ し

世田谷区議会議長 石 川 な お み

杉 並 区 長 岸 本 聡 子

練 馬 区 長 前 川 燿 男 副区長 尾 科 善 彦

板 橋 区 議 会 議 長 田 中 しゅんすけ 区議会副議長 田 中 い さ お

北 区 長 山 田 加 奈 子 都市建設委員会委員長 お な だ か 勝

都市建設委員会副委員長 木 田 お り べ

副区長 小 林 孝

区議会副議長 石 川 さ え だ

建設委員会委員長 宮 島 修

建設委員会副委員長 本 田 正 則

[世田谷区]

［会計監事］

［理　　事］

[練馬区]

[北区]

(令和７年７月２５日現在）

［杉並区］

[会　　長]

［副 会 長］

[大田区]

[板橋区]

 
 

 



乗車人員（千人） 降車人員 乗降合計

総数 一般 定期 （千人） （千人）

大　　森 29,959 12,559 17,400 - - 164,158
１日平均乗降数は
乗車人員を２倍して算定

蒲　　田 45,994 24,205 21,789 - - 252,020
１日平均乗降数は
乗車人員を２倍して算定

馬　　込 4,897 1,921 2,975 4,719 9,616 26,345

西 馬 込 8,083 2,605 5,478 7,845 15,927 43,637

田園調布 5,494 2,829 2,665 5,533 11,027 30,210 東急線間の乗換人員を含まない

多 摩 川 4,079 2,554 1,525 3,772 7,851 21,510 東急線間の乗換人員を含まない

沼　　部 1,892 878 1,014 1,863 3,755 10,289

鵜 の 木 3,568 1,684 1,884 3,536 7,104 19,463

下 丸 子 5,757 1,893 3,864 5,718 11,475 31,438

武蔵新田 4,730 2,075 2,654 4,654 9,384 25,710

矢 口 渡 4,728 2,063 2,665 4,582 9,310 25,506

蒲　　田 26,759 10,697 16,062 27,408 54,166 148,400 東急線間の乗換人員を含まない

蓮　　沼 1,571 869 702 1,441 3,013 8,254

池　　上 6,427 2,988 3,439 6,414 12,841 35,181

千 鳥 町 2,794 1,212 1,581 2,760 5,554 15,216

久 が 原 2,856 1,512 1,344 2,853 5,709 15,640

御 嶽 山 4,271 1,452 2,819 4,338 8,609 23,587
雪が谷大塚 4,025 1,839 2,186 4,138 8,163 22,365

石 川 台 2,743 1,458 1,285 2,687 5,430 14,877

洗 足 池 3,120 1,315 1,805 3,098 6,218 17,037

長　　原 2,631 1,249 1,381 2,800 5,431 14,880

北 千 束 1,331 758 573 1,321 2,652 7,266

大 岡 山 8,633 4,164 4,469 8,657 17,290 47,370 東急線間の乗換人員を含まない

大森海岸 2,480 1,382 1,097 2,470 4,949 13,644 所在地は品川区（参考掲載）

平 和 島 8,034 3,602 4,432 7,940 15,974 44,102

大 森 町 3,966 1,685 2,281 3,934 7,900 21,817

梅 屋 敷 2,985 1,472 1,512 2,969 5,954 16,426

京急蒲田 11,169 6,358 4,811 11,073 22,242 61,303 京急線間の乗換人員を含まない

雑　　色 5,589 2,529 3,060 5,583 11,172 30,842

六郷土手 2,961 1,366 1,594 2,909 5,870 16,205

糀　　谷 5,121 2,303 2,818 5,147 10,268 28,346

大 鳥 居 5,537 2,852 2,685 5,579 11,116 30,660

穴守稲荷 3,649 1,834 1,815 3,855 7,504 20,698

天 空 橋 3,413 1,794 1,619 3,469 6,882 18,979

羽田空港
第３ﾀｰﾐﾅﾙ

6,697 5,222 1,475 6,626 13,323 36,613

羽田空港
第1・第2ﾀｰﾐﾅﾙ

20,218 17,132 3,086 20,465 40,684 111,697

流通ｾﾝﾀｰ 2,803 1,014 1,789 2,925 5,728 15,693

昭 和 島 1,065 263 802 1,075 2,140 5,862

整 備 場 294 96 198 344 638 1,749

天 空 橋 2,346 1,052 1,294 1,833 4,178 11,448
羽田空港
第３ﾀｰﾐﾅﾙ

2,000 1,797 203 1,908 3,908 10,707

新整備場 656 373 284 937 1,593 4,366
羽田空港
第１ﾀｰﾐﾅﾙ

3,685 3,183 503 4,025 7,710 21,124

羽田空港
第２ﾀｰﾐﾅﾙ

4,330 3,351 978 4,555 8,885 24,342

*　ＪＲ線、東急線、京急線、東京ﾓﾉﾚｰﾙ線の駅の乗降人員には、他社線への乗換人員を含む。
*  四捨五入の関係で、合計が合わない場合がある。
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大田区駅別年間乗降人員（令和6年度）

会社名 駅　名
1日平均
（人）

備　　　考

交通政策調査特別委員会

令和７年９月２２日

まちづくり推進部 資料４番

所管 都市計画課



差 差（コロナ前）

R1 R２ R3 R４ Ｒ５ R6 R６－R５ R６－R1

大　　森 192,628 139,714 137,502 145,136 156,466 164,158 7,692 ▲ 28,470

蒲　　田 289,868 206,930 208,676 227,292 242,214 252,020 9,806 ▲ 37,848

馬　　込 29,491 21,803 21,836 23,527 25,129 26,345 1,216 ▲ 3,146

西 馬 込 49,538 37,273 37,078 39,302 42,045 43,637 1,592 ▲ 5,901

田園調布 35,914 24,218 26,700 28,655 29,464 30,210 746 ▲ 5,704

多 摩 川 22,055 14,464 16,251 18,014 20,029 21,510 1,481 ▲ 545

沼　　部 10,877 8,038 8,862 9,476 9,937 10,289 352 ▲ 588

鵜 の 木 19,820 14,991 16,362 17,709 18,846 19,463 617 ▲ 357

下 丸 子 36,829 27,087 28,099 29,684 30,381 31,438 1,057 ▲ 5,391

武蔵新田 27,182 20,883 22,137 23,588 24,739 25,710 971 ▲ 1,472

矢 口 渡 25,588 20,029 21,789 23,255 24,574 25,506 932 ▲ 82

蒲　　田 168,836 123,411 128,868 137,178 143,053 148,400 5,347 ▲ 20,436

蓮　　沼 8,577 6,568 7,060 7,508 7,872 8,254 382 ▲ 323

池　　上 36,564 27,763 30,775 32,969 34,089 35,181 1,092 ▲ 1,383

千 鳥 町 16,646 12,216 12,947 13,955 14,744 15,216 472 ▲ 1,430

久 が 原 16,512 12,146 13,325 14,618 15,247 15,640 393 ▲ 872

御 嶽 山 27,248 19,541 20,594 21,762 22,959 23,587 628 ▲ 3,661

雪が谷大塚 25,644 18,202 19,349 20,611 21,632 22,365 733 ▲ 3,279

石 川 台 15,474 11,361 12,541 13,556 14,213 14,877 664 ▲ 597

洗 足 池 19,124 13,881 14,781 15,871 16,529 17,037 508 ▲ 2,087

長　　原 16,083 11,895 12,959 13,971 14,415 14,880 465 ▲ 1,203

北 千 束 7,268 5,359 6,022 6,657 7,069 7,266 197 ▲ 2

大 岡 山 51,126 30,580 36,190 41,367 45,216 47,370 2,154 ▲ 3,756

大森海岸 16,501 11,015 11,390 12,181 12,949 13,644 695 ▲ 2,857

平 和 島 48,639 36,392 36,555 38,971 42,038 44,102 2,064 ▲ 4,537

大 森 町 22,573 16,935 17,825 19,215 20,738 21,817 1,079 ▲ 756

梅 屋 敷 16,504 12,616 13,486 14,545 15,634 16,426 792 ▲ 78

京急蒲田 65,123 44,191 47,126 54,259 59,288 61,303 2,015 ▲ 3,820

雑　　色 32,138 24,401 25,458 27,889 29,756 30,842 1,086 ▲ 1,296

六郷土手 16,441 12,877 13,681 14,787 15,740 16,205 465 ▲ 236

糀　　谷 28,843 21,707 23,106 25,259 27,152 28,346 1,194 ▲ 497

大 鳥 居 28,927 21,407 22,726 25,278 28,495 30,660 2,165 1,733

穴守稲荷 19,922 14,583 15,350 17,636 19,293 20,698 1,405 776

天 空 橋 20,774 12,581 12,755 15,703 18,262 18,979 717 ▲ 1,795

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 29,698 7,235 8,431 16,428 32,528 36,613 4,085 6,915

羽田空港第1・第2ﾀｰﾐﾅﾙ 97,330 47,110 60,345 89,728 101,471 111,697 10,226 14,367

流通ｾﾝﾀｰ 20,525 12,342 13,146 14,454 15,055 15,693 638 ▲ 4,832

昭 和 島 6,569 5,395 5,461 5,616 5,841 5,862 21 ▲ 707

整 備 場 2,336 1,506 1,513 1,841 1,926 1,749 ▲ 178 ▲ 587

天 空 橋 13,075 8,593 8,619 9,981 11,328 11,448 120 ▲ 1,627

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 10,074 1,564 1,728 4,613 9,756 10,707 951 633

新整備場 5,248 2,796 2,654 3,236 4,167 4,366 198 ▲ 882
羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 27,549 9,657 11,364 18,033 21,182 21,124 ▲ 59 ▲ 6,425
羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 29,417 11,031 12,158 18,834 22,945 24,342 1,397 ▲ 5,075

＊１ 大森海岸駅の所在地は品川区であるが、参考として掲載した。

＊２ 令和２年３月14日に駅名改称。
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大田区駅別１日平均乗降人員の推移（単位：人）

会社名 駅　名
年度

Ｊ
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都
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*１

*２

*２

*２

*２

*２



 

交通不便地域における新たな視点を取り入れた施策展開について 
 
１ 概 要 

これまで区では、水平距離で駅から500ｍ及びバス停から300ｍの範囲を歩行圏域とし、

それ以遠の範囲を公共交通不便地域と定め、改善に向けた取組を進めてきた。 

少子高齢化の進展、バス運転手不足の深刻化など公共交通を取り巻く状況は大きく変化し、

地域交通のニーズは多様化しており、新たな視点を取り入れた実効性と持続性の高い交通施策

の展開が必要となっている。 

交通不便地域対策について、地域との連携・協働体制を構築し、特に高齢者や子育て世帯な

ど移動に制限がある人の生活の移動をサポートすることで、いつまでも住み続けたいまち№１、

子育て№１都市を目指す。 

 

２ 交通不便地域に取り入れる新たな視点 

・利用者層（移動制限の有無）に応じた交通不便地域を検討 

・自由に移動できる人の鉄道駅の圏域は、一般的な徒歩圏である半径800ｍを採用 

・シェアサイクルを補完交通と位置付け、サイクルポートの圏域300ｍを追加 

・移動に制限がある人※の坂道での身体的負担を反映した駅やバス停までの圏域を設定 

 （※移動に制限がある人：妊婦、乳幼児連れ、高齢者など） 

 

坂道での身体的負担を考慮した場合の駅やバス停までの歩行距離の設定方法 

坂道を歩いた時に消費するエネルギー代謝率（RMR）に応じた利用圏域を算出する。 

道路

勾配 

エネルギー 

代謝率 
バス停圏域 

０％ 3.11 300ｍ 

１％ 3.26 286ｍ 

２％ 3.41 274ｍ 

３％ 3.57 261ｍ 

４％ 3.74 249ｍ 

５％ 3.92 238ｍ 

６％ 4.10 228ｍ 

７％ 4.30 217ｍ 

８％ 4.50 207ｍ 

９％ 4.71 198ｍ 

10％ 4.94 189ｍ 

従来の公共交通不便地域 

自由に移動できる人の交通不便地域 移動に制限がある人の交通不便地域 

水平距離 
鉄道駅５００ｍ以遠 

バス停３００ｍ以遠 

鉄道駅 ８００ｍ以遠 

バス停 ３００ｍ以遠 

シェアサイクルポート３００ｍ以遠 

水平距離 
鉄道駅５００ｍ以遠 

バス停３００ｍ以遠 
道路勾配考慮 

交通政策調査特別委員会 

令和７年９月 22日 

まちづくり推進部 資料５番 

所管   都市計画課 

 

平地でのバス停圏域   坂道(勾配１０％）のバス停圏域 

エネルギー代謝率：3.11 

バス停圏域：３００ｍ 

３００ｍ 

エネルギー代謝率：4.94 

バス停圏域：189ｍ 

＝300ｍ×（3.11/4.94） 

189ｍ 

ｒ𝑖 = 3.113𝑒0.0461𝑖   

ｒ_i：勾配 i％の勾配を分速80ｍで登った場合のRMR 
出典：坂道での身体的負担を考慮したコミュニティバスのアクセス性改善効果に関する研究 

（猪井博登・中岡亮 土木計画学研究・講演集 2007年 第 36回） 



３ 従来の公共交通不便地域図（水平距離で駅から500ｍ、バス停から300ｍ以遠の範囲） 

 

４ 自由に移動できる人の交通不便地域 

（水平距離で駅から８００ｍ、バス停から３００ｍ、シェアサイクルポートから３００ｍ以遠の範囲） 

※自由に移動できる人にとって、大田区の交通利便性は高い 

 

地域
番号

地域名称

1 田園調布地域

2 久が原地域

3 矢口地域

4 中馬込地域

5 南馬込地域

6 西蒲田地域

7 大森東地域

8 東糀谷地域

9 西糀谷地域

10 新蒲田地域

地域
番号

地域名称

1 田園調布地域

2 久が原地域

3 矢口地域

4 中馬込地域

5 南馬込地域

6 西蒲田地域

7 大森東地域

8 東糀谷地域

9 西糀谷地域

10 新蒲田地域



５ 移動に制限がある人の交通不便地域 

（駅から５００ｍ、バス停から３００ｍ以遠の範囲に坂道での身体的負担を反映） 

※標高差が大きい台地部では交通不便地域の面積が増加 

 

 

 

 

６ 各地域の交通不便地域面積の変化 

 

 

 

 

1 田園調布地域 22.2 5.8 32.2
2 久が原地域 32.1 0.0 43.3
3 矢口地域 27.1 1.9 44.0 たまちゃんバス運行中
4 中馬込地域 19.4 0.0 34.4
5 南馬込地域 54.3 8.1 64.5 デマンド型交通の実証実験終了
6 西蒲田地域 94.5 10.5 98.7 デマンド型交通の実証実験終了
7 大森東地域 25.5 1.7 26.7
8 東糀谷地域 32.1 8.1 33.3
9 西糀谷地域 31.4 0.6 33.6

10 新蒲田地域 16.1 0.0 17.4
5,831 6,149 5,758

6,186 6,186 6,186

1 田園調布地域 － -16.4 10.0
2 久が原地域 － -32.1 11.2
3 矢口地域 － -25.2 16.9 たまちゃんバス運行中
4 中馬込地域 － -19.4 15.0
5 南馬込地域 － -46.2 10.2 デマンド型交通の実証実験終了
6 西蒲田地域 － -84.0 4.2 デマンド型交通の実証実験終了
7 大森東地域 － -23.8 1.2
8 東糀谷地域 － -24.0 1.2
9 西糀谷地域 － -30.8 2.2

10 新蒲田地域 － -16.1 1.3
－ 318.0 -73.4

－ 0.0 0.0

1 田園調布地域 － -73.9% +45.0%
2 久が原地域 － -100.0% +34.9%
3 矢口地域 － -93.0% +62.4% たまちゃんバス運行中
4 中馬込地域 － -100.0% +77.3%
5 南馬込地域 － -85.1% +18.8% デマンド型交通の実証実験終了
6 西蒲田地域 － -88.9% +4.4% デマンド型交通の実証実験終了
7 大森東地域 － -93.3% +4.7%
8 東糀谷地域 － -74.8% +3.7%
9 西糀谷地域 － -98.1% +7.0%

10 新蒲田地域 － -100.0% +8.1%
－ +5.5% -1.3%

－ 0.0% 0.0%大田区全域計

(仮)移動困難者の
交通不便地域

(仮)移動困難者の
交通不便地域

(仮)移動困難者の
交通不便地域

備考これまでの公共交
通不便地域

(仮)健常者の公共
交通不便地域

その他

(仮)健常者の公共
交通不便地域

その他

大田区全域計

地域
番号

地域名称

増減率

地域
番号

地域名称
面積（ha）

備考これまでの公共交
通不便地域

(仮)健常者の公共
交通不便地域

その他

大田区全域計

地域
番号

地域名称

面積の増減（ha）

備考これまでの公共交
通不便地域

■圏域の変化 

※4.中馬込地域 

(西馬込駅の例） 

西馬込駅からの

半径500ｍをベ

ースとして、勾配

を考慮すると、半

径は424ｍとな

り、圏域は 76ｍ 

広くなった。 

地域
番号

地域名称

1 田園調布地域

2 久が原地域

3 矢口地域

4 中馬込地域

5 南馬込地域

6 西蒲田地域

7 大森東地域

8 東糀谷地域

9 西糀谷地域

10 新蒲田地域

自由に移動できる人 移動に制限がある人 従来 

新たに加わった交通不便地域 

これまでの交通不便地域 



７ 各地域の平均道路勾配 

 

 

８ 今後の予定 

    新たな視点を取り入れた「移動に制限がある人の交通不便地域」について、改善を図って

いく。 

    今年度から対策を講じる地区については、道路勾配が大きく、これまで対策等を実施して

いない以下の地区とする。 

●田園調布地域  ●中馬込地域 

 

   令和７年１０月以降（予定） ： 交通実態・移動ニーズ等調査（ヒアリング調査、アンケート調査） 

   令和８年度(予定)      ： 地域との連携・協働体制の構築、運行計画等の策定 

   令和９年度(予定)      ： 実証運行開始 
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